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1. 研究目的 

 中央アジアのジェンダー研究第一人者であ

る Kamp（2009：7）が、国際的な研究分野と

して中央アジアの女性とイスラム教は注目度

が高まっていると述べてすでに久しい。この

研究分野が注目される理由は、いずれの国家

もイスラム教と旧社会主義国という複雑な社

会的背景をもち、多民族でありそれぞれ固有

の伝統文化を継承していること、政治や言語

が障壁となってデータが収集しづらいことに

あると筆者は考える。 

「中央アジア地域は、長くかつ多彩な歴史

の過程のなかででき上がった独特な伝統、社

会、文化を所有し、独自の生活様式や価値観

を持って」（トフタミルザエヴァ 2016:114）

いる。中央アジアで最大の人口（約3,300万人）

を有するウズベキスタンは、国民の95％以上

がイスラム教徒でその大半がスンニ派信者で

あるが、「ソ連時代の宗教政策や教育の影響で、

時にはムスリムであることと矛盾する行動も

見られる」（ダダバエフ 2008:11）と言われて

おり、歴史的・政治的背景と宗教・慣習が複

雑に絡み合って社会的性差が生じている。 

独立後に長く続いた独裁政権下1で、元来の

保守的な民族気質をもった同国民の Gender 

Equality Issues は、国連をはじめ人権問題を取

り扱う国際団体やジェンダー研究の専門家た

ちから強く注視されてきた。ジェンダー平等

政策を推進したソ連時代は、女性が高いレベ

ルの教育を受けられるようになり、労働力と

して社会参画することが可能となっていたが、

ソ連崩壊後は「国営企業の解体と市場経済の

採用により、男性と女性の役割に関する伝統

的な見解と態度が急速に再浮上した」（ADB 

2014:10）ためである。「多くの旧ソ連国と同

様に、ウズベキスタンの女性たちにおいても

伝統的な固定観念が復活し、社会における役

割が低下した」（ADB 2014:9）。 

とくに、「ソ連崩壊後に経済危機を迎え、女

性は教育発展の犠牲者となった」（Ibrahim 

2013: 53）と言われている。トフタミルザエ

ヴァ・蒲生（2014:163）は、粗就学率におけ

るジェンダー格差はソ連解体後に拡大し、趨

勢としては縮小傾向にあるものの、高等教育

で最も格差が大きいことを指摘した。アジア

開発銀行（2014:34）も同様に、初等教育の就

学率では男女平等が達成されているが、高等

教育における女性の就学率は男性より低いと

報告している。 

ここで、高等教育機関2への入学に関するデ

ータにふれたい。UNESCO によると2017年の

高等教育機関への総就学率は9.15％で、これ
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は世界的に見て最も低い層にあり、男性は

11.32％、女性は6.88％である。高等教育の就

学における男女平等指標は0.61（World Bank 

2017）であり、2009年の調査開始以降グラフ

の推移に著しい変化がなく、男女格差が確認

されている。なお、2017年は最も受験者数が

多く、66,584の募集に対して729,947の出願が

あり志願倍率は約11倍であった（MHSSE 

2015）。また、平均授業料は2008年から2012

年の間に453ドルから1,842ドルへと4倍に高

額化しており、この上昇率は同国の経済成長

をはるかに上回ると World Bank（2014: 77）

は指摘している。ウズベキスタンの1人当たり

国民総所得は2,020ドル（2018）であり、年収

並みに高額な授業料を支払うことが必要とな

る。それだけの学費を娘に費やすことに価値

を併せ持つ親でなければ、女性が高等教育を

受けるチャンスは無いということである。 

先行研究によると、女性の方が高等教育に

おける就学率が低いことの要因は、伝統的な

社会規範や固定観念、あるいは文化的慣習に

よるものであると指摘されている（トフタミ

ルザエヴァ 2016, ADB 2014, 嶺井・川野辺 

2012など）。最も代表的な例は、早期（18～20

歳）の婚姻であり（トフタミルザエヴァ 2016, 

ADB 2014, Coalition of Uzbek women's rights 

NGOs 2009b:28など）、親がお見合い結婚させ

たり、妻を家庭生活に専念させるもので、と

くに強固なジェンダー・ステレオタイプが存

在する地方や家庭がある。 

また、高等教育機関は都市部に設置されて

いることが多いため、学生は自宅を離れて寮

生活を送る必要があり、更なる金銭的負担と

両親の監視下から離れることに対する抵抗感

によって、女性の就学機会を制限することに

つながっている。娘に対する金銭的負担を拒

む理由は、娘は結婚後に夫の家庭で暮らすこ

とになり、息子は両親と同居を続けて老後の

世話をすることから、息子の教育を優先する

ためである（トフタミルザエヴァ 2016:116，

ADB 2014:31）。両親の監視下から離れること

に対する抵抗感は、その期間における娘の素

行が周囲から不安視されやすいことで婚約成

立に不利となるからである。 

こうした問題の解決策として、Coalition of 

Uzbek women's rights NGOs（2009b:7）は「遠

隔教育講座の開発を推進すること」、「インセ

ンティブを導入して、貧しい家庭の女児に学

校、大学進学を支援する」こと、男子が学ぶ

学問と認識されている「工学、法律、産業お

よび建設、運輸および通信、農業大学の各部

門に入学する女子に奨励金および奨学金を支

給する」ことを提案している。前者に関連し

て、政府は過去に通信教育課程と夜間学部を

廃止した経緯があったが、2017年から再び通

信教育課程と夜間学部の設置を推進しており、

2017/2018で1万人（The State Committee of the 

Republic of Uzbekistan on Statistics 2018）が通

信教育によって学んでいる。しかし、筆者が

2019年に行った現地での聞き取りにおいては、

通信教育課程についての認知度は非常に低い

ようであった。プログラムには女性の進学希

望が多い教育や手芸の分野も含まれているこ

とから、今後の女性の就学率に貢献すること

を期待したい。 

以上、先行研究およびデータから高等教育

における女性の困難について整理した。2016

年12月の現政権発足以降、ミルジヨエフ大統

領のイニシアチブのもとで政治・経済・教育

などの多方面に渡って改革が推し進められ、

女性の（教育分野を含めた）権利を守ろうと

する法制化の動きがある（UzDaily 2018a）。

今や女性は政治的な抑圧を受けておらず、「女

性たちの中に、より自由かつ多様な暮らしや

働きを求める動きが広がり始めている」

（JETRO 2018）とする報告があるものの、未

だ男女平等に関する法律はなく、変化は十分

でないという指摘がある（openDemocracy 

2019）うえ、データからは女性の高等教育事

情に大きな変化が認められない。 
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表 1. インタビュー調査対象者リスト（※年齢は調査当時） 

インタビュイー 性別 年齢 浪人年数 出身地 ジェンダー認識と受容 

A さん 女性 24 2年 タシケント州 差異を認識し、強く批判的 

B さん 女性 23 1年 タシケント市 差異を認識し、強く批判的 

C さん 女性 20 1年 ブハラ州 差異を多少認識しつつも肯定的 

 

先行研究でも言及されているように、ウズ

ベク人にとってフェミニズムは外国の思想で

あって、自分たちのものではないという反発

感情がある。しかし、若者、特に大学生が革

新的なジェンダー認知を示しやすいことは通

例となっており、政治の転換期を超えたウズ

ベキスタン社会においても例外ではないはず

である。ところが、こうした時代の過渡期に

おいても、女性の高等教育における就学率の

低さとその主要因とされる女性に不利な伝統

的性役割が強く問題視されてはいるものの、

当事者である女子大学生の声を聞き取り、そ

こから分析した英語および日本語の研究は、

筆者が主要な論文検索システムを用いた限り

見つからない。これは25年間続いた初代大統

領政権時代に国家の負の側面について聞き取

り調査を行うことを困難とする政治的抑圧が

行われたことが主要因であると考えられる。 

そこで本論文は、ウズベキスタンにおいて

女性が高等教育を受ける上での困難を当事者

目線で捉え直すことを目的として、現役女子

大学生を対象にインタビューを行い、大学受

験・大学生活・卒業後の進路という過程にお

いてどのような環境で何を思い、大学生活を

送っているかについて調査する。それにより、

当事者が受け入れやすく、より効果的な対策

の立案に有用な示唆を与えることを目指す。 

 

2. 調査方法 

筆者の地縁と社縁を活用して、首都タシケ

ントにあるX大学の学生の中から留学および

大学院進学、専門的な職業に就くことを目指

すキャリア志向のある女子大学生3名（A～C

さん）にインタビュイーとして調査協力を得

た。選定に際しては、多民族国家であるため

対象者に様々な血統が混ざり合うことは避け

られずとも、ウズベク民族を対象とすること

でウズベキスタン国民の多数派3の考え方が

調査に反映されるよう意図した。ただし、限

られた条件下でサンプリングを行ったため筆

者と調査協力者は知人関係にあり、こうした

関係性がインタビューに影響を与えた可能性

は否定できないが、彼女たちの葛藤は同国内

で誰にでも理解されるものではなく、筆者と

の関係上でこそ聞くことができた語りでもあ

った。調査実施時期は2019年5～6月である。 

調査方法については、インタビュイーが経

験や思いをどのように意味づけるかに着目す

るためライフストーリーの手法を取り入れ、

大学進学の目的と進路選択、大学受験と学生

生活における学習環境、今後のキャリア形成

について展望を聞き取るために半構造化イン

タビューの手法を採用し、答えによってそれ

を深める質問を行った。1回あたりのインタビ

ュー時間はおよそ1時間半で、A さんに限り補

足のため2回目のインタビューを行った。 

なお、インタビュイーは日本語中上級レベ

ル（N2～3）であるため主に日本語でインタ

ビューを行い、必要に応じて英語とウズベク

語を用い補完した。ただし、逐語録作成に際

しては、読みやすくするために意味やニュア

ンスが変わらないよう十分注意を払ったうえ

で、正しい日本語へ若干の修正を行った。 

すべてのインタビュイーに対して調査目的

を説明し、研究参加、匿名化、IC レコーダー

による録音について同意を得た。実施場所は

個室を確保し、インタビューレコード作成に

際しては個人が特定されないよう固有名詞を
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イニシャルまたは人称代名詞に加工した。 

 

3. 調査結果 

 インタビュー逐語録をもとに時系列に整理

して局面ごとの困難とナラティブに焦点を当

てて各インタビュイーの学習環境に影響を与

えたマイナス因子とその葛藤を浮き彫りにす

る。また、共通する要素に焦点を当てながら

問題を検討する。 

 

3 – 1 – 1.  A さんのバックグラウンド 

 A さんは両親および弟との4人暮らしで、2

人の姉はすでに結婚して家庭を築いている。

ウズベク民族でありタタール人の系譜も継ぐ、

イスラム教を熱心に信仰する一家である。 

 父親は大卒、母親は高卒で共働きをしてい

る。両親は温厚な性格で、子どもに対しては

じめは反対することがあっても、子どもの意

見によく耳を傾け、段階的にそれを受け入れ

て支持してきた。A さんの弟は一度大学受験

をしたが、勉強不足で失敗し、本人の意思で

浪人せずに就職している。姉が恋愛結婚する

ときにも、相手がフリーターだったために反

対したが、本人たちが懇願したため承諾した

という経緯があり、親の考えを子どもに押し

付けるタイプではないが、A さんに対して「そ

ろそろ結婚すべき」との考えは譲らない。 

大学での A さんは成績優秀で、積極性のあ

る学生である。数か月後に国費留学生となる

予定である。 

 

3 – 1 – 2.  A さんの語り 

 【大学受験】 

 一般的に、娘に大学へ行くよう勧める親は

少ない。A さんの親もとくに勧めることはな

く、姉2人も大学に進学していないが、A さん

は自分の意志で大学受験することを決めた。

理由は、大学に行かないことがすなわち高校

卒業後すぐに結婚することを意味しているか

らだった［①：進学の動機］。A さんは結婚す

るにはまだ若すぎると感じており、結婚を遅

らせるために大学へ行こうと考えた。結婚す

ることで女性にはたくさんの義務が課せられ

る。たとえば、夫と義両親の世話をしなけれ

ばならず、自分の意見は言わずにいつも笑顔

で「はい」と言わなければならないというも

のである。A さんはそれができないので結婚

したくないと思っていた。 

 進学したいと母親に伝えたときの反応は、

予想していなかったという様子で、消極的な

がら賛成した。学費は大きな負担になるが、

消費社会化と物価上昇が進む中、A さんの姉2

人が専業主婦で家計が苦しくなっている様子

から、母親は共働きが必要な時代であると認

識するようになり、就職するためには学歴が

重要であることからAさんの進学希望を受け

入れるに至ったのである。 

 A さんは英語学科と日本語学科のどちらを

受験するか迷っていたが、母親はサポーティ

ブな姿勢で進路相談に応じ、最終的に自ら日

本語学科を選択して志望校を決定した。 

 受験勉強については、両親は「家事を手伝

わず、勉強に集中して良い」と表面的には言

いつつも、実際に A さんが勉強だけをしてい

ると怒りだすため、勉強だけに集中すること

はできなかったという［②：受験勉強］。塾に

は2～3か月通い、塾で使っているテキストの

情報を集めると自宅学習に切り替えた。 

結果として A さんは2浪した。それまで懸

命に勉強したことがなかったので苦労したが、

理解が深まるにつれて勉強が楽しくなり、勉

強に対するモチベーションは高まっていった。

その一方で、この間における両親の A さんを

早く結婚させようとする働きかけも強くなり、

浪人2年目には「次もだめなら結婚しろ」と迫

られた［③：浪人］。そのプレッシャーを乗り

越え、A さんはついに大学合格を果たす。 

 高校の同級生（約40人）で大学に合格した

のはAさんのほかにもう一人女性がいただけ

で、ほかの多くはあまり受験勉強をせずに1
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～2回大学受験をして、諦めていった。 

  

 【大学生活】 

 大学の授業に選択科目はなく、授業は概ね

午後1～6時の間にまとまって行われる。A さ

んは大学から帰宅すると、まず家事をするの

が日課である。夕飯の支度をし、食後は後片

づけなどをして、夜10時くらいまでに家事を

済ませてから宿題や課題に取り組む。平日は

平均4時間ほどを家事に費やす［④：家事］。

日曜日は昼食の支度に掃除と洗濯が加わるた

め7時間ほど家事をする。母親は仕事をしてい

るので家事をしない前提になっており、とく

に娘がいる家庭では娘が幼い頃から掃除を担

当する4。A さんの場合は20歳頃から調理も担

当するようになったが、A さんの従妹は14歳

から家事のすべてを担った。家庭によって調

理を担い始める年齢は様々であるが、家事の

主力が娘となるのはウズベキスタンで一般的

である。なお、A さんの弟が家の手伝いをす

る頻度は週1回程度で、内容は畑仕事である。 

A さんと同じ X 大学に通うある男子学生は、

家に帰ると自室に閉じこもり、ひたすら勉強

だけをしているらしい。良い成績をとり、良

い学歴をつけることで良い仕事に就けると考

えられているため、男子学生の方が勉強する

環境に身を置きやすい。A さんの目には、男

性の方が楽をしているように映る。しかし、

A さんは弟など誰かに家事を手伝って欲しい

と思うことはなく、自分が家事をするのは当

たり前のことで、むしろ家事と勉強の両立は

やりがいがあると述べる。しかし、勉強が忙

しくて親に理解してもらいたい時もある。「昨

日も母が帰ってくるまでに台所を片付けて全

部きれいにして、料理もしておきましたが、

母は『どうして庭を掃いていないの？洗濯は

していないの？』と私を責めました。洗濯は

あとでするつもりだったのですが、腹が立っ

て話すのをやめました。」と不満を漏らした。 

 家庭内だけではなく、大学内でも男女の役

割について考えることがある。ある女性教師

は、プロジェクターの設置という女子学生で

も手伝えるような簡単な作業を男子学生にし

か依頼しない。また別な女性教師も授業中の

雑談で「女性は旦那の親を、旦那を、そして

子どもを世話しなければならない。女性に自

分の世話をする時間はない。」と言うことがあ

った。ウズベキスタンの女性はこのように家

事をして男性を支えなければならない、家族

のために我慢しなければならないと常々教え

られており、教師の言葉はごく一般的な価値

観であったが、A さんをはじめ複数の女子学

生たちがこの言葉に疑問を抱いて話題にした

という［⑤：ジェンダー・ステレオタイプ］。 

A さんは、ウズベキスタンの伝統的な価値

観がジェンダー・ステレオタイプそのもので

あり、それによって苦悩を抱える女性を解放

したいと考え、これをテーマにして日本語弁

論大会に出場した経験がある。学内大会では

準優勝し、全国大会でも入賞を果たした。 

A さんは、自分のようにジェンダー・ステ

レオタイプを捨てるべきだと考える女性は増

えてきているが、我慢することに慣れすぎて

いて、男性や親にはっきりと自分の意見を言

える人はほとんどいないと言う。また、同世

代の若い男性はこうした考え方に否定はしな

いと思うが、積極的に受け入れようという雰

囲気は感じられないとも話した。 

 結婚を先送りにすることを最大の理由とし

て大学に入った A さんであったが、受験勉強

と大学の授業を通して学問に対する姿勢や考

え方が一変していった。例えば、外国人語学

講師の質の高い授業と、ウズベク人とは異な

る考え方をもっていることに影響を受け、自

分もほかの国で高いレベルの教育を受けて人

として成長したいと考えるようになり、留学

を目指すようになったのである。 

他方、A さんの母親は A さんより年下の従

妹の家に結婚相手を探す男性の親戚がたくさ

ん訪れていることを聞いて羨ましくなり、A
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さんよりも従妹の方が早く結婚するなら悲し

いと嘆く。実は、A さん宅にも結婚相手を探

す男性とその親戚が訪れたことがあり、A さ

んは急遽その場でお見合いをすることになっ

た経験がある。男性が A さんに留学の意思が

あることについてふれ、「もし結婚するとした

ら（留学を）どうしますか」と尋ねると、A

さんは「私はまだ結婚していませんから」と

答えて暗に断った。この時のことについて A

さんは「知らない人と結婚について話すのは

嫌でした」、「どこかへ行ってお見合いをする

んだったら私は断ったのに、家へ来たので断

れなかった」と、お見合いに対する拒否感を

強く示した。 

A さんの母親は、A さんが大学を卒業した

らすぐに結婚することを強く望んでいる。A

さんは、大学生のうちは勉強を理由にして結

婚を先送りにすることができるが、大学を卒

業したら理由がなくなってしまうため、いず

れ結婚を受け入れなければならない時が来る

だろうと懸念している［⑥：結婚］。この点に

おいて、留学することは A さんにとって都合

がよい。学部生には1年間の短期留学プログラ

ムに参加するチャンスがあり、日本の大学で

取得した単位は X 大学で認定されないため、

留学した場合は1年留年することとなる。学生

の期間が延びればそれだけ結婚を先送りでき

るため好都合なのである。A さんは卒業後に

日本の大学院に留学できれば、さらに結婚を

先送りできると期待している。 

国費留学へ応募する際、母親は「A に外国

で生活する能力はない」と反対したが、話し

合ううちに A さんの思いを受け止め、承諾す

るに至った。その後、A さんは合格の知らせ

を受け取った。両親は喜んだが、近所に住む

親戚は A さんの母親に「娘に１年も外国に行

くことを許すの？」「日本になんて、誰が行き

たいと思うのか」などと悪口や陰口を言い放

った。女性が留学することに対して社会では

否定的な見方が強く、A さんはそれを十分理

解しつつも、自分の親戚に言われることは想

定していなかったと落胆した［⑦：留学］。 

 

【卒業後の進路】 

 A さんは大学卒業後、日本の大学院に留学

し、帰国後は日本語教師として働いて専門性

を磨き、自立したうえで結婚して、仕事を続

けていきたいと希望している。 

 卒業前後までに結婚する同級生たちは、出

産を控えることになり、就職はしない。ウズ

ベキスタンの法律では産前産後休暇や育児休

暇をはじめ、育児中の短時間勤務制度なども

法整備されているが、それを利用して働きな

がら子どもを育てるということは現実的でな

く、A さんが客観的に見て無理だと感じてい

る。子どもが多ければ多いほど良いとされる

家族観から第二子、第三子を期待され、妊娠

しながら家族の世話をするだけで大変である

ことが理由だ。このように、女性が大学で勉

強しても、その専門性を生かして働き続ける

ことができないのは問題であるとAさんは主

張する。他方、学ぶ姿勢が十分ではなく目的

意識が薄い学生に対しては良い結婚相手を見

つけるために大学へ来ているように見えるこ

ともある。大学に進学すれば大卒者とお見合

いするようになり、お見合い相手の学歴がラ

ンクアップして男女ともに「条件の良い人と

結婚できる」ためである。 

 A さんは結婚したら夫と家事・育児を分担

して仕事をしていきたい、それを理解してく

れない人と結婚するつもりはないというポリ

シーを持っているものの、自分の結婚に対し

てリアリティを感じておらず、今は自分の結

婚生活を想像もしていないと言う。それより

もまずは「ひとりで自立して暮らしてみたい」

という願望がある。ウズベキスタンでは一人

暮らしをする文化がなく、家族と同居するか、

あるいは兄妹、親戚、友人などと共同生活す

るのが一般的であるが、A さんは自分で部屋

を借りて、専門性をもって働きながら生活す
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ることに憧れており、それを経験したら結婚

が楽しみになるのではないかと語った。 

 将来の職業について、家族は稼ぎが良いと

される観光ガイドになることを勧めるが、A

さんはお金を稼ぐことにも観光ガイドの仕事

にも関心がない。それよりも、教師の仕事は

次の世代を育てることであり、社会の役に立

つ大切な仕事だと考え、価値を置いている。 

 

【友人／姉の結婚生活】 

 すでに結婚した高校の同級生たちは、結婚

前は結婚を楽しみにしているように伺えたが、

今となっては「こんなに早く結婚したくなか

った」「大学に行きたかった」と口を揃える。

「大学でどんな勉強をしているの？」と聞か

れて A さんが答え、「実は大変だ」と言うと、

「楽しそうね。最高だよね、勉強するのは。

私もできれば大学に行きたかった」と言われ

る。つまり、早婚した女性たち自身は「もっ

と遅く結婚したい」と思っているが、親から

のプレッシャーを受けて、早く結婚しなけれ

ば良い相手を見つけられないのではないかと

心配し、結婚を急いでしまうことが多いのだ

という。A さんの高校・大学の同級生で結婚

した人のほとんどがお見合い結婚をしている

が、A さんは「まずは友達になって、それか

ら付き合って結婚できたらいいのに、お見合

いしてすぐに結婚を決めるのは鬱やストレス

の原因になる」と言い、ウズベキスタンのお

見合い形式に批判的である。 

A さんの両親は A さんが恋愛結婚しても良

いとは考えているが、一般的に恋愛結婚には

条件が課され、お見合いでほかに良い候補者

がいれば認められないケースもある。A さん

の知り合いは、恋人がいても親が決めた他の

人と結婚することになってしまったという。 

 すでに結婚した大学の同級生からは、「旦那

の親や子どもの世話をするのは大変だし、旦

那の妹たちの愚痴を聞くのも大変」という話

や「旦那に手伝ってとお願いしたら、みんな

の前で手伝うのは恥ずかしいことだからでき

ないと言われた」という話を耳にしており、

A さんをはじめクラス全体の結婚願望は低下

している。ウズベキスタンでは夫の立場とし

て実母や姉妹よりも妻を立てることが難しい

うえ、男性が女性の仕事をするのは恥ずかし

いことだと考えられており、夫が妻を手伝う

ことで「妻が主人だ」と揶揄されてしまうも

のだという。そのため、夫に「手伝って」と

言うことさえできない人もいる。恋愛結婚を

した A さんの姉は、たとえ育児のことであっ

ても夫に「手伝って」と言うのは絶対に無理

だと愚痴をこぼす。昔からの考え方で「妻は

家族のために我慢しなければならない」と教

えられており、多くの女性は「自分が我慢す

ればいい、そういうものだ」と考え、提案す

る前に諦めてしまう。 

A さんの結婚観は高校生のとき以上にネガ

ティブとなり、結婚することは楽しみでない

という。ただし、結婚しなければ将来ひとり

で暮らすことになり、寂しくなるので結婚し

なければならないという気持ちもある。それ

以外に結婚する理由は見つかっていない。 

 

3 – 1 – 3.  A さんの困難 

A さんの語りにおいて重要な局面であると

考えられる①～⑦においてAさんの学習環境

に生じたマイナス因子あるいは A さんの心

の葛藤に焦点を当てて考察する。 

 

［①：進学］ 

 先行研究でも「高卒女子の多くは卒業後す

ぐに結婚する。女性が高等教育を受けると生

活水準や夫への要求も高まるという考え方か

ら、親も高等教育を重視しなくなった」（ダダ

バエフ 2008:180）と述べられており、A さん

の同級生たちの状況と概ね一致する。A さん

はこのような環境の下、ポジティブな目標を

もって大学受験をしたのではなく、結婚を先

送りするための手段として大学に行くことを



8 

 

決めた。また、A さんの場合も親が進学を勧

めたわけではなく、A さんが親を説得した構

図となっている。 

 

［②：受験勉強］ 

 一般的に、親は娘に対して必ずしも受験勉

強より家事を優先させるわけではないが、娘

が家事を手伝う、あるいは大部分を担うとい

うことは当然の文化であり、A さんの両親は

受験に対して受身の立場からスタートしたと

いう経緯もあって、A さんの受験を家事から

切り離して考えることは難しかったようであ

る。それでも、受験当時の家事量は現在 A さ

んが担うものより少なかったことから、両親

の気遣いのほどを伺い知ることができる。 

  

［③：浪人］ 

 A さん自身は1浪してから本格的に勉強す

るようになったと話しており、浪人生活で経

験した苦労が国費留学のチャンスをつかむほ

ど学問に目覚めるきっかけになっているが、

その一方で、受験と結婚という二重のプレッ

シャーが日増しに強まっていく状況に置かれ

ていた。もし3回目の受験も失敗していたら、

大学を諦めることで生じる悲しみも二重とな

っていただろう。 

 

［④：家事］ 

 日本の大学生は一人暮らしの場合は一通り

の家事を行うが、自宅生の場合は多少家事を

手伝うことはあってもほとんど行っていない

（藤田 2015）。ウズベキスタンの場合は全く

対照的で、自宅生の方が圧倒的に家事に従事

する時間が長い傾向にある。寮などの共同生

活の場合はルームメイトと家事を分担するう

え、他者を世話することもなければ部屋も狭

く、家事量は少なく済むが、長期休みは実家

で家事の手伝いをして忙しく過ごす。なかに

は子どもが帰省するまで雑務を溜めておく親

もいる。A さんの「勉強が忙しくて家事が十

分できず、親に理解してもらいたい時もある」

との言葉からも、親が A さんの勉強を家事以

上には重視していないことが伺える。 

 A さんは基本的に家事を負担に感じていな

いと話しているが、男子学生の勉強に集中で

きる環境を羨ましく思う気持ちもあり、学習

環境に差があることを認識している。そのう

えで、自らの環境に不満を呈さず、むしろや

りがいがあると述べていることは、意識的に

肯定化して見せているようにも伺える。 

 

［⑤：ジェンダー・ステレオタイプ］ 

嶺井（2012:91）は女性教師が女子学生に対

して、女性が高い学歴を得て社会的評価の高

い職業を得ることは必要ではないとの固定観

念を植え付けていることを指摘したが、本調

査では女性教師が女性は夫と義父母に尽くす

のが美徳であるというもう一つの固定観念を

植え付けていることが示唆された。換言する

ならば、女性教師の存在が学問や専門的な仕

事での成功に目を向けさせるものではなく、

結婚したら学問や仕事よりも家庭を優先すべ

きであるという伝統的な価値観を強化するも

のとなっている。 

A さんはこうしたジェンダー・ステレオタ

イプによって抑圧されている女性が多いと気

づき、異論を唱えている。A さんと同級生は、

教師の言葉に対してあからさまに反発するこ

とはなくとも、これまで当たり前とされてき

たジェンダー・ステレオタイプに疑問を持つ

ようになっていることが明らかにされた。ま

た、ウズベキスタンの伝統的な価値観がジェ

ンダー・ステレオタイプになっているという

A さんの批判が、ウズベク人の審査員（主に

男性）が３分の１程度を占める日本語弁論大

会で入賞したということは、社会的に受容さ

れ得ることを示唆しているのではないだろう

か。ウズベキスタン日本語弁論大会のこの数

年の上位入賞者には、女性発表者によるフェ

ミニズムに紐づくテーマが散見されており、
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意識の高まりが見て取れる。 

 

［⑥：結婚観］ 

 ウズベク人にとって最も大きなライフイベ

ントは結婚であり、その根底には家族が最も

大切であるという価値観がある。しかし、A

さんは結婚に対してネガティブなイメージし

かなく、結婚を望んでいない。将来への不安

から結婚の必要性を感じ、結婚相手とは絶対

に家事・育児を分担しようと決意しているも

のの、進学によって結婚を先送りする手段が

尽きるときが来ることを内心で恐れている。 

 

［⑦：留学］ 

 ウズベキスタンでは経済自由化に伴う外国

企業の参入や外国人観光客の増加など様々な

国際化の影響を受けて外国語熱が高まってお

り、多くの若者が英語をはじめとして何らか

の外国語を学んでいるか、学ぶ必要性を重く

受け止めている。そのような中、留学に憧れ

る学生は多い。しかし、女性に高等教育は必

要ないという考え方に加えて、婚約・結婚に

伴う両親あるいは相手家族の意向によって留

学を断念する女子学生は多く、外国で影響を

受けて伝統に背くのではないかというマイナ

スイメージがつきやすいことからも一般に親

世代は女子学生が留学することに否定的な傾

向がある。A さんについては、親しくしてき

た親戚がAさんの留学を非難する理由が明確

でなく、妬みのようにも伺えるが、否定する

ための一般論は様々にあることも読み取れる。 

 

3 – 2 – 1.  B さんのバックグラウンド 

 B さんは両親および兄弟の5人家族で、両親

は大卒で共働きし、兄は大学院進学を控えて

おり、高学歴家族で比較的裕福な家庭だと思

われる。父親は海外出張の経験が多く、欧米

的な価値観をもったタイプである一方、母親

はウズベクの伝統的な価値観を重視するとい

う対照的な夫婦のもとで育てられた。 

B さんの外見は髪が長く、上品な話し方と

振る舞いをする女性だが、幼い頃からサッカ

ーが好きで、兄弟と一緒にサッカーをして遊

んできた。サッカーは女性がするスポーツで

はないという周囲の反応や、サッカーをした

いという女性が他にいないことに対して強い

反発心を抱いてきた。こうした考え方は父親

の影響を受けたものであり、学問、趣味、仕

事などあらゆる面において女性であっても本

人が望む自由な生き方をするべきと考えてい

るため、ウズベクの伝統的な価値観に対して

否定的であり、母親と何度も対立してきた。 

高校卒業から約4年が経つが、高校の同級生

のなかで大学に進学した、あるいは結婚して

いないという女性は B さんだけである。 

 

3 – 2 – 2.  B さんの語り 

【大学受験】 

 両親は B さんが幼い頃から高等教育を受け

るべきだと諭してきた。B さん自身も大学進

学を希望し、両親は快くそれを支持した。 

 ところが、進路については母親と対立した

［①：進路選択］。ウズベキスタンでは学問分

野にジェンダーが強く反映されており、女性

は医療や教育といった特定の分野で学ぶもの

だと考えられている。B さんは「男っぽい仕

事が好きなので」法律や経済を学びたいと希

望したが、その言葉の通り法律・経済は男性

が大半を占める分野であるため、母親は B さ

んの希望を受け入れず、教育分野へ進むよう

勧めたのである。B さんはそれに従い、高校

で学んでいた日本語で教師の資格が取得でき

る学科を受験することにした。 

B さんの家庭では父と兄も家事に協力して、

B さんが受験勉強に専念できるよう協力した。

父親は積極的に家事に参加し、妻より早く帰

宅したときは進んで夕飯の支度を担当してい

る。兄も料理が好きで、インターネットでレ

シピを探すなど楽しみながら料理をするとの

ことで、一般のウズベク文化とは異なる家庭
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環境がある。 

 B さんは家事に時間を割かず、受験対策の

ため塾に通ったが、結果として一浪した。受

験に失敗したことで当然落ち込んだが、周囲

から「女性に勉強は必要ない」「結婚した方が

いい」と言われたことがさらに悲しみを深め

た［②：浪人］。友人のなかには、成績優秀で

大学進学を望んでいたのに両親が決めた人と

結婚して進学することができないケースが多

かった。B さんは「なぜ女性は勉強する必要

がないのか」と悔しさをバネにして勉強を続

け、一年後にトップの成績で大学に入学した。 

 

【大学生活】 

 B さんは大学3年生になった現在も優秀な

成績を維持しており、学費の一部免除を受け

ている。家事は現在も家族で協力し、B さん

は英語の塾にも通って平日は学問を優先する

かわりに、日曜日は一日中家の掃除をする。 

 B さんが在籍する X 大学は日本の大学と留

学制度の協定を結んでいるほか、国費留学制

度で日本へ留学する学生・教師も毎年いる。

B さんも留学を希望しており、家族と何度も

話し合いをしてきた。「父は『日本を見なさい』

『（留学の機会を掴むために）勉強しなさい』

と私を励ましてきました。しかし、母と兄に

反対されたので（留学試験に申し込みが）で

きませんでした」と話す［③：留学］。母と兄

が反対する理由は「イスラム教では女性がひ

とりで家を出たり旅行してはいけないと考え

られている」、「悪いイメージがついて結婚し

づらくなる」というものである。B さんの同

級生ですでに留学を経験した女性は、帰国後

たくさんの人に「どうして一人で行ったの？」

と言われた。悪いイメージの例としては、異

性と関係をもったり、視野を広げて外国の影

響を受けたファッションをしたりすることが

挙げられた。このようなイメージによって結

婚しづらくなるため、留学前に結婚し、結婚

相手を連れて留学するという流れが女性にと

って望ましいと考えられているが、当然これ

には費用の問題や相手家族の理解が得られる

かという問題が生じる。そのため大半の女性

は婚約の時点で留学を諦めるが、B さんは打

開策を模索している。留学先の国によって

人々のイメージは異なり、例えば治安や慣習、

ファッションなどの観点から欧米は女性に悪

影響が強いと見なされるが、日本はそれらの

点で不安が少なく、ウズベキスタンと文化的

にかけ離れていないという好印象を持たれて

いる。そのため他国に比べれば日本は女性に

とって留学しやすい要素があり、B さんはこ

の点から母親や未来の結婚相手の家族から合

意を引き出すチャンスがあると企図している。 

 ウズベキスタンでは女性が22歳になると

「古い女」と言われるようになり5、地方では

とくに悪い意味を持つ。そのため母親は B さ

んが22歳になった昨年から頻繁に「結婚しな

さい」と言うようになり、お見合いを持ちか

けられることが急に増え［④：お見合い］、

この1年で10人とお見合いをした。B さんの場

合、お見合いすることは断れないが、結婚す

るかしないかは自分で決めることができ、恋

愛結婚も親の条件を満たせば可能だという。

しかし、B さんはそもそも年齢的にまだ結婚

は早すぎると考えており大学院進学後に結婚

することを希望している。結婚に対しても「ポ

ジティブな面はウェディングドレスを着るこ

ととか花嫁になる結婚式のパーティーだけ」

と述べる［⑤：結婚観］。姑は嫁に厳しいも

ので、家事ができない嫁は離婚させられるこ

とがあり、それを恐れている。B さんは自宅

で料理を担当することがないため料理が苦手

で、一般的なウズベクの価値観である家事力

で嫁として評価されることに自信がない。 

また、ウズベキスタンでは結婚することが

女性の幸せだと考えられているにも関わらず、

すでに結婚した B さんの同級生たちは、未婚

の B さんに「やりたいことをしている B が１

番幸せだよ」と言う。 
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B さんは最近結婚した大学の同級生につい

て、夫の両親と同居して家事全般を担い、夜

11時半まで学習時間が確保できず、睡眠不足

に加えて授業の理解が追い付かないため成績

が低下していることを心配している。「彼女

を見ても、今はまだ（結婚）できないと思う

ようになりました」と話し、学生結婚に反対

の考えを示している［⑥：学生結婚］。 

 

【卒業後の進路】 

結婚承諾の決定権をもつ母親とは結婚時期

だけでなく結婚相手にも価値観の相違がある。

母親は Bさんが伝統を重んじる男性と結婚し、

専業主婦になることを望んでいるが、B さん

はむしろ世界に目を向けて仕事を続けること

を応援してくれる、父親に似た考えの持ち主

と結婚することを望んでいる。母親は他にも、

同じウズベク民族で同じタシケント出身の大

卒であること、将来有望な年上の男性である

ことといった、ウズベキスタンでは理想的と

もいえる典型的条件を順守すべきという姿勢

であったが、最近は B さんを早く結婚させる

ために若干の譲歩を見せるようになってきた。

「実は昨日、母はウズベク人なら誰でもいい

と言い出した」とのことで、母親の焦りが見

て取れる。お見合いで条件の良い男性が現れ

た場合、B さんは結婚を断ることができない

かもしれないとさえ感じ始めている。 

キャリア志向のある B さんは大学院に進学

希望であるが、B さんの言葉通り「ウズベキ

スタンでは大学院を卒業しても、結婚したら

働かない女性が多い」現状がある。B さんは

「結婚したら働かない」ことに否定的である

が、母親は専業主婦になることを望んでいる。

母親と今後について頻繁に話し合うなかで、

「働きたい」「世界を見たい」「旅行したい」

と希望を伝え、できるだけ結婚を遅らせたい

と訴えるものの、母親は「結婚は来年までな

ら待てる」という姿勢だ。 

 そのため B さんとしては、在籍している X

大学の大学院に進学して、その間に結婚相手

を連れて留学プログラムに参加することが家

族の理解が得られて自分の望みも叶える、最

善の方法だろうと考えている。そのような留

学スタイルは同大学の女性教師陣に前例が数

多くあるため、実現可能性がある。ただし、

そのためには理解のあるパートナーの選定が

必須となるため、お見合いの際には必ず留学

したいこと、働きたいことを告げて相手の反

応を見ている。お見合い相手のなかには「大

学院に行くことは女性のすることではない」

という意見をもつ人もいたが、B さんの条件

をクリアする男性も複数いた［⑦Ⅰ：進路］。

しかし、まだ結婚するのは早いという気持ち

の方が強く結婚を見送った。それくらい、許

される限界の時期まで結婚を先送りしたいと

いう気持ちが強く、葛藤している。 

大学院の先の将来は外交官になりたいと夢

見ていたが、「本当にできないので…もう考え

ない方がいいかと。ウズベキスタンでは男性

がやるものだから、女性はできない」と諦め

た［⑦ Ⅱ：進路］。現在の夢は、外国語学習

センターを立ち上げることで、父親も協力を

申し出ている。そこで授業を教えながら経営

者となれば、家庭との両立も図りやすいだろ

うと算段している。 

 

【その他】 

B さんはウズベキスタンの伝統や慣習が女

性にとって生きづらいものであると強く感じ

つつも、ウズベク人にとって家族が最も大切

な存在であることには理解と共感をもってい

る。また、今の若い世代は国際化の影響を受

けて新しい考え方をもつようになってきたの

で「本当は自分の道を自分で選びたい」と考

え始めており、現在の抑圧された状況を変え

るためには、まずは家族のなかで「女性は女

性らしいことをするべきだ」という考え方を

なくし、親は娘が人とちがうことをやりたい

と言っても聞く耳をもってほしいと願ってい
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る。また、女性自身も自分の好きな道に進む

ため、自分の意見を怖がらずに家族にはっき

り言えるようになることが大切だという主張

をもっており、B さん自身、否定されたとし

ても自分の意見は必ず言葉にして伝えてきた。 

 

3 – 2 – 3.  B さんの困難 

B さんの語りにおいて重要な局面であると

考えられる①～⑦において Bさんの学習環境

に生じたマイナス因子あるいはBさんの心の

葛藤に焦点を当てて考察する。 

 

［①：進路］ 

 B さんはウズベキスタン社会の規範により、

希望の進路を変更することになった。そして、

母親が提示した教育の分野から、自身の経験

とすり合わせて妥協点を見出し、日本語学科

を受験した。これについて淡々と語る口調と、

トップ入学を果たして現在も成績優秀であり、

現状に満足していること、将来は語学学習セ

ンターを開きたいという目標があることなど

から、禍根を残してはいないようである。 

 

［②：浪人］ 

 女性は高校卒業と同時に結婚していくもの

であり、22歳という年齢が目安になっている。

同世代では進学するよりも親が決めた人と結

婚するのが多数派であり、B さんに対する周

囲の慰めの言葉も進学は諦めるべきという内

容のものであった。今までの人生で最も頑張

ったことは受験勉強であると話し、当初は法

律や経済などの男性社会でキャリアを積むと

いう高い目標をもっていた B さんにとって、

受験に失敗したことのショックは非常に大き

かったようである。大多数の考えとは異なり、

B さんの家族は進学することを応援し続けて

受験勉強のために塾へ通わせ、家事を協力し

あう体制を維持したおかげもあり、トップ入

学という誇らしい功績をつくることができた。

B さんは進学したいのにできない同級生を不

憫に思っており、自分が受験で道を切り開い

たようにこれからも成功を重ねて、これから

は女性が B さんのような生き方の選択肢がも

てるよう、身近な人たちに影響を与えていき

たいという意欲をもっている。 

 

［③：留学］ 

 B さんの家庭では父が賛成派、母と兄が反

対派となり、そのなかでも母の意見が最も影

響力をもっているため、B さんは時期を遅ら

せて結婚後に夫と一緒に渡航するという妥協

点をもって母と交渉しようとしている。 

B さんの家族は大変仲が良く、B さんと母

親は異なる価値観をもっていてもよく話し合

いを重ねている。留学によって B さんの評判

が下がれば、それは家族にとって恥ずかしい

ことであり、結婚にも支障を来すことになる

ため6、B さんが自分の意思を押し通すことが

難しくなっているのである。 

B さんは留学試験に受かる可能性を十分持

ち合わせ、金銭的な問題もないが、結婚によ

って留学することが難しくなっている。 

 

［④：お見合い］ 

一般的に結婚の「適齢期は女性で17歳～25

歳、男性も25歳くらいまで」（ダダバエフ2008: 

169）と考えられており、つまり平均初婚年齢

を過ぎると「古い女」と言われるようである。 

 B さんの母親は B さんの結婚に焦りつつも、

強制的に結婚させようとはしておらず、B さ

んが恋愛結婚をすることでも条件さえ満たせ

ば許可しようという考えがある。そうでなけ

ればお見合いで早く良いパートナーを見つけ

て欲しいと考えセッティングしているが、B

さんが1年間で10人もの男性とお見合いをし

たというのは頻度が多い方だと思われる。1

人の男性とは3回会うまでに答えを出すこと

が通例となっており、望まないお見合いにプ

ライベートのかなりの時間が割かれている。 
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［⑤：結婚観］ 

 まず、ウズベキスタンでは結婚したいと思

う相手に出会うより先に、「結婚すること」を

決める傾向にある。このようなくだりは先行

研究でも見られ、B さんの場合も結婚したい

と思う相手はいないが、母親が22歳という年

齢を節目に「結婚しなさい」と言うようにな

った。このように親の方から結婚を促すこと

もウズベキスタンでは典型的な流れである。 

 その理由は「親たちは子供の将来に対して

道徳的・社会的責任があると感じているが、

結婚によってそれが軽減し、若者たちがより

成熟し目的をもった生活を送るようになると

確信している」（ダダバエフ 2005:218, 

2008:169）ためである。 

では、娘にとっての結婚はどのようなもの

だろうか。先行研究ではこの点について指摘

されてこなかった。B さんが結婚に対して、

花嫁衣裳を着て結婚式でみんなに祝われるこ

とだけが楽しみであって、それ以外はネガテ

ィブな要素しかないと断言したことは、注目

すべき点である。B さんはキャリアウーマン

になることを夢見ているが、現実は家庭的な

妻あるいは母になることばかりが期待されて

おり、それに対して楽しみを見出せていない。

それに加えて、すでに結婚した B さんの同級

生たちの「やりたいことをしている B が１番

幸せだよ」という言葉には、B さんの進学を

羨ましく思っていること、結婚相手を自分で

選びたかったこと、姑に気を遣う日々に疲れ

ていることなどが含意されているだろう。 

 このように、B さんはポジティブな結婚観

が持てないなかでお見合いを繰り返し、刻々

と迫る結婚を懸命に先送りしようと奮闘して

いることが読み取れる。 

 

［⑥：学生結婚］ 

 大学生活を送るなかで、結婚する同級生が

徐々に増えていく。彼女たちの新婚生活を間

近で見るうちに、B さんにとって結婚のリア

リティが増し、結婚に対してさらにネガティ

ブになる心情が語られた。ここで登場した B

さんの友人は、このインタビューの直後に妊

娠3か月で過労のため入院した。このようなこ

とはウズベキスタンで珍しくないという。 

 学生結婚についてのウズベキスタンおよび

諸外国の統計や研究はほとんどなく、残念な

がらウズベキスタンにおける学生結婚の割合

を示すデータも他国と比較する材料もない。

例えば日本では学生結婚が稀であるものの、

欧米諸国においては珍しくない国もあるが、

学生結婚が集団や社会に特段の影響をもたら

しているとは考えられていないかもしれない。

しかし、それらの国々とウズベキスタンにお

ける結婚の在り方は大きく異なる。ウズベキ

スタンの場合は結婚から半年あるいは1年以

内に出産することが期待されているうえ、学

業継続のための（夫を含めた）家族のフォロ

ーもほとんどない。むしろ結婚直後は親戚へ

の挨拶や宗教儀礼などのために授業を欠席し、

家庭の事情を優先するようになり、すぐに家

事・育児の中心的存在となる。こうして卒業

前後までに出産した学生は、卒業後に就職す

ることなく専業主婦となるわけである。 

 

［⑦ⅠⅡ：大学卒業後の進路］ 

 「大学院に行くことは女性のすることでは

ない」という言葉は主に伝統的な価値観に基

づくものであろう。実際はウズベキスタンの

大学院修士課程における女性の割合は37%7

と日本に比べて若干高い。 

 B さんは大学受験に失敗したときにも周囲

から「女性に勉強は必要ない」という言葉を

かけられており、義務教育を終えたあとも勉

強を続けるうえではこのような固定観念との

衝突は避けられないようである。また、労働

市場には性別職域分離が存在し、職務上出張

や転勤が多いことからも女性が外交官になる

ことは望ましくないと考えられる傾向にある。 

 それとは対照的に、教師はウズベキスタン
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でも女性の仕事だと考えられており、幼稚園

から大学まで教師は女性が大半を占める。B

さんは教師になることだけでは満足できない

様子で、起業してこそ教師になる自分を受け

入れられると、妥協点を見出しているのでは

ないだろうか。また、それによってワークラ

イフバランスがとりやすくなれば、それは家

族にとっての妥協点にもなり得る。 

 B さんは自分で自由に選択する裁量の範囲

を広げられるよう、両親の考えを尊重しつつ、

自己主張もすることで、少しずつ互いに譲歩

しあい、妥協点を見出している。 

 

3 – 3 – 1.  C さんのバックグラウンド 

C さんはブハラ州出身で、両親、妹2人、弟

1人の6人家族である。X 大学英語学科2年生で、

第二言語として日本語を専攻している。子ど

もの頃から高校生まで日本センターに通って

日本語を習っていた。 

 

3 – 3 – 2.  C さんの語り 

【大学受験】 

 ウズベク社会では「女性はあまり勉強しな

い方がいい」と言う人も少なくないが、C さ

んの両親は大卒で勉強家だったことから、と

くに母親は C さんを勉強に厳しく育てた。先

生と頻繁に連絡を取り、いつも成績をチェッ

クして悪い点数を取ると叱った。 

教育熱心な母親は、C さんが小学生のとき

に日本センターへ連れて行った。C さんはそ

れまで日本に興味がなかったが、見学してみ

ると良い印象を得たため日本語を習い始めた。

順調に日本語力を伸ばしていったが、大学の

受験勉強を始めたときに、父親に受験を優先

するよう叱られ、日本語能力試験 N3を取得す

ると日本語学習を一時中断した。その代わり、

受験のための塾通いが忙しくなった。 

 両親は C さんの大学受験を心から応援した

が、C さんが首都にある X 大学を受験すると

決めた当初は「女の子がひとりで暮らすのは

大変なこと」「実家から遠い首都で、どうやっ

て暮らすつもりなのか」と反対し、自宅から

通えるブハラ大学を受験するよう勧めた。C

さんは大学で主に英語を学びつつ、これまで

培ってきた日本語力も伸ばしたいと考えてい

たが、ブハラ大学には英語学部はあるものの

第二言語はフランス語とドイツ語しか選択で

きない。X 大学は国内で唯一、英語を主専攻、

日本語を副専攻とすることができる大学であ

るため、X 大学への進学を熱望したのである。

祖母が首都で暮らしていることから両親は妥

協し、C さんは希望通りに願書を提出するこ

とができた。両親は C さんが受験勉強に専念

する環境を整え、妹たちに家事を担わせた。 

 

【浪人】 

ところが、C さんは一度目の受験に失敗し

てしまう。高校の成績が優秀だったため、周

囲の人々は Cさんなら当然合格するだろうと

予測していた。それだけに、C さん自身も家

族もショックが大きかった。しかも、C さん

の獲得点数はブハラ大学を受けていれば特待

生になれた水準であった。それでも母親は「誰

でも浪人するものよ」「１回の受験で大学に入

るのは難しいこと」と言葉をかけ、父親は「ど

うして泣く？ほかの親みたいに『結婚しなさ

い』とは言わない。もう1年間、勉強だけしな

さい」と言って励ましたが、C さんから見え

ないところ（別室）で2人は忍び泣いていた。 

家族は C さんの浪人生活を全面的に応援し

た。C さんは塾以外で外出することなく、家

事もせずに受験勉強だけをして過ごした。 

こうして迎えた二回目の受験で C さんは点

数を伸ばし、X 大学に合格を果たす。特待生

枠には届かなかったが、両親は心から喜んだ。 

 

【留学】 

C さんは4人姉弟で全員が大学進学を希望

しているため、両親は学費のために懸命に働

いている。その苦労を見ているため、C さん
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は入学後も努力して優秀な成績を収め、課外

活動にも積極的に参加して、給付型奨学金の

対象者に選ばれた。二年次に日本への国費留

学にも応募したが、選考に落ちてしまった。

私費留学のチャンスもあったが金銭的負担が

大きいため諦めざるを得ず、次年度に再び国

費留学に挑戦するつもりである。父親は欧米

諸国への留学であれば結婚相手と一緒に行か

ない限り許可しない考えであるが、日本セン

ターに通う Cさんから日本についてたくさん

の情報を得て「日本人はウズベク人と似てい

て親切で礼儀正しい」ので、日本ならば留学

しても構わないと判断している。母親は「C

さんはどこにいても真面目に勉強する」と信

じているので、とくに国を問わずして留学に

賛成しているという。 

ウズベク社会において、娘の大学進学や留

学に理解がある親は多くないことを Cさんは

悟っている。大学進学には大金が必要である

ため、多くの親は娘を大学に行かせないこと

が多い。故郷のブハラ州でも C さんと同じよ

うに浪人した女性はたくさんいるが、多くは

勉強を続けることができず、親に結婚させら

れた。C さんは自身を相当恵まれた娘である

と自認している。 

 

【家事】 

 大学進学後、C さんはほかの学生3人と寮で

共同生活をしている。調理や掃除は当番制だ。 

C さんが幼稚園に入るときに母親が会社勤

めを始めたので、C さんは小学一年生の時に

は妹を幼稚園から連れ帰り、一緒に掃除をし

て、小学四年生の時には料理をするようにな

った。そのため家事には慣れている。実家に

帰省した時にも家事を手伝っているが、主に

妹たちが担っている。C さんは親元を離れて

暮らしているため帰省時には「両親に甘やか

されている」と妹たちは僻む。妹たちは現在

大学受験を控えているが、勉強と家事を両立

して過ごしている。C さんは、妹たちのどち

らか一人には地元の大学へ進学して母親の手

伝いをしてほしいと思っている。 

 

【卒業後の進路】 

 C さんは大学卒業後について、英語あるい

は日本語の教師として働きながら大学院へ進

学したいと希望している。また、同時に結婚

もしたいと考えている。その理由は、妹に結

婚するチャンスを与えるためである。ウズベ

キスタンでは姉妹（あるいは兄弟）の結婚順

は年功序列であるべきという考え方が強く、

妹が姉より先に結婚することは難しい。その

ため、C さんは妹たちが好きな人と結婚した

い時に自分がそれを妨げる存在にならないよ

うにしたいと考えているのである。 

 C さんの母親は、地方テレビ局のアナウン

サーとして活躍している。長女である C さん

と母親の絆は強く、C さんのキャリアビジョ

ンは母親の影響を強く受けている。C さんも

結婚後は家庭を最優先にするつもりでなるべ

くたくさんの子どもを産み育て、育児につい

ても母親が自分にしてくれたことは、自分の

子どもにもしてあげたいと考えている。また、

それと同時に社会の役に立たなければならな

いという考えも持ち、大学院を卒業したら子

どもを産んで、子どもが幼稚園に通うように

なったら仕事を再開したいと望んでいる。教

師として経験を積み、自ら語学学校を開いて

ビジネスを展開したいという思いもある。 

 

【結婚観】 

 同級生に結婚している女子学生が二人いて、

そのうち一人は出産もした。二人はとても幸

せそうに見えるが、授業中に寝ていることも

ある。先生に注意されるが、妊婦である、あ

るいは子育てをしているという理由で成績は

甘くつけられている。また、授業後は家事の

ために急いで帰宅するため、友人たちと楽し

い時間を過ごすことがない。こうした状況を

見て C さんは、在学中は結婚するのに適切な
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時期ではないと考えている。しかし、まわり

の友人たちは家族に結婚を勧められたり、結

婚したがっている妹の足かせにならないよう、

近いうちに結婚しようと考える人が多い。 

 C さんは大学院進学後に結婚したいと希望

しており、この点は上述の見解と矛盾してい

るように思えるが、C さんは大学院の授業は

学部よりも少ないので、仕事もフルタイムで

はなくパートタイムで働けば、結婚生活との

両立が可能になると見込んでいる。 

C さんの両親は C さんが将来的に恋愛結婚

することを望んでおり、家事と学問を両立す

るのは難しいことなので大学を卒業して専門

性を身に着けてから結婚するのが良いと諭し

ている。両親は C さんに結婚を急かすことが

ないものの、C さんは周囲から「早く結婚す

べき」と諭されることがある。同級生たちは、

修士の学位を取得したり大学で教員をしてい

る女性に対して、「どうして結婚しないのか」

と噂するものであり、C さんは自分がそうし

た立場になることを避けたいと考えている。 

C さんは結婚に幸せなイメージを持ち、心

から楽しみにしている。両親の結婚観に賛成

の立場で、ウズベキスタンのお見合い結婚は

当人同士が 1 日だけ話をして、親の判断で結

婚を決めてしまうが、不仲で離婚してしまう

ケースもあるので、恋愛を経てお互いによく

理解してから結婚に至るべきだと考えている。 

父親は、結婚相手の出身大学や人柄を確認

し、まずは自分の心と向き合って自分で決め

ることが一番大切だと C さんに諭している。

ただし、両親は同郷出身者同士、同じ民族同

士で結婚するべきというウズベキスタンの伝

統的な価値観を持っており、C さんはそれら

を受け入れ、それが自分にとっても望ましい

と考えている。また、理想的な結婚相手とし

て欠かせない条件は大卒であることだ。そう

でなければ、勉強してきた C さんのことを理

解することはできないというのが理由である。 

 

3 – 3 – 3.  C さんの困難 

C さんは、自分の学業や人生についてとく

に困難を抱えているとは考えておらず、困難

に焦点を当てて分析することはできなかった

ため、なぜ困難を感じていないかについて分

析したい。 

家事については、一般家庭と同様に娘が担

うことになっているが、C さんは幼い頃は家

事の主担当であったものの、受験時期を迎え

る頃にはその役割が妹たちに移行され、C さ

んの学業に支障を来すことはなかった。進路

については、両親が Cさんの希望を受け入れ、

実家から通える大学ではなくても承諾したう

え、浪人生活を温かく支え、留学にも理解を

示している。C さんは自分が一般的な女性よ

りも恵まれていると感じ、両親に感謝の念を

もつことで、気持ちよく勉学に励んでいるの

である。また、両親は伝統的な固定観念に縛

られすぎず、留学を含めた学問や仕事でのキ

ャリア形成に対して一定の理解があるため、

C さん自身が何かを諦める経験をすることは

なかった。大学の進路を除けば、C さんは両

親の教えに従順な優等生として人生を歩んで

おり、C さんの語りからは両親やウズベク社

会の価値観に逆らおうという気持ちがないこ

とが読み取れる。 

C さんと C さんの両親がそれぞれ自覚して

いる通り、C さんの両親は一般的なウズベク

人の価値観とは少々異なり、娘に対して高等

教育を重んじ、恋愛結婚を勧めている。C さ

んにとってそうした両親の教えは心地よいも

のであるため、受け入れやすく、結婚に対し

てもポジティブになっている。つまり、C さ

んが学習上の困難を感じていない理由は、両

親が Cさんに一定程度の決定権を与えている

ことにあると言えよう。 

 

3 – 4 考察 

A・B さんは異なる家庭環境にありながら

も類似した学習上の困難を抱えている傾向に
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ある。一方、C さんには困難が少なく、前者

とは対照的な語りであった。大きな違いは、

A・B さんの親が伝統的な価値観を強く持ち、

娘に対してそれを押し付ける傾向が見られる

ものの、C さんの親は将来の結婚相手に対し

て伝統的な価値観を持ちつつ、結婚以上に教

育に対して熱心であり、C さんの向学心に理

解と励ましの姿勢を持っている点である。 

各インタビュイーのナラティブを整理した

表2を見ると、三者とも転機は受験失敗に伴う

苦境を乗り越えた経験であった。これによっ

てますます受験勉強に励み、大学入学を果た

したことで自信をつけている。また、B・C

さんは友人たちが大学受験を諦めなければな

らない中、両親に浪人生活を支えられて進学

を果たした経緯から、「周りの人たちができな

いことを自分はできている」という自覚があ

り、優越感や幸福感につながっている。その

意味では両者に一般家庭とは異なる背景があ

るものの、B さんの場合はとくに父親が先進

的な考え方を持っていてもそれが母親によっ

て打ち消されている部分が強い。三事例に共

通する点でもあるが、娘に対する母親の影響

力の強さが読み取れる。 

C さんはある程度の伝統的価値観を受け入

れ、困難が少ないケースであったが、彼女の

家庭環境がウズベク社会そのものを反映して

いるとは言えない。むしろ A さんは、高校時

代の成績が平凡で浪人期間も二年あり、家族

から学習環境のための特別なサポートもなく、

一般的なウズベク家庭出身者のケースに該当

するが、個人の努力で希少な国費留学のチャ

ンスを掴んでいる。 

A さんは親による結婚の期待に対する反骨

精神がキャリア形成のエネルギー源になって

おり、B さんは母親と交渉、駆け引きをしな

がら自分の進みたい道に向かっている。両者

は、多くのウズベク女性が抑圧から解放され

ることを願ってもいる。一方、C さんは両親

への尊敬、愛情、感謝の気持ちを糧にして勉

強に励んでおり、対極的な親子関係によるモ

チベーションが見て取れる。 

A さんと B さんは自分の意見を両親に伝え

たうえで交渉や駆け引きを行っており、自分

を除いた一般的な女性たちが「自分の意見を

言えない／言わない」という文脈で語ったが、

全体的には自分の意見も完全には汲み取られ

ていないという切ない思いが包含されていた。 

先行研究で指摘されている通り、本調査で

も高等教育における入学格差の背景にはジェ

ンダー・ステレオタイプと早期結婚があるこ

とが示され、さらに本調査では、若い女性が

表２：各インタビュイーのナラティブ 

 A B C 

話し方 落ち着いて言葉を選びながら 淡々と、他人について話すように 明るく笑顔で 

転機 

事柄 
大学に行かないことは、高校卒業後すぐに結婚

するということを意味している 

友人のなかには成績優秀で大学進学を望んで

いたのに、両親が決めた人と結婚して進学する

ことができないケースが多く、自分自身も周囲

からそうした価値観の押し付けに遭った 

大学受験に失敗すると、両親が C さんから見え

ないところ（別室）で忍び泣いていたにも関わ

らず、自分には励ましの言葉をかけてくれた 

言葉 親：「次もだめなら結婚しろ」 
浪人中に周囲の人々から：「女性に勉強は必要

ない」「結婚した方がいい」 

親：「どうして泣く？ほかの親みたいに『結婚し

なさい』とは言わない。もう 1年間、勉強だけ

しなさい」 

感情的に語られたエピソード 

（１）家事をしないで勉強だけしていると親が

怒った態度をとる 

（２）お見合いさせられたこと 

（３）いずれ結婚を先送りする言い訳が尽きて

しまうときが来ること 

（１）母親がもつ伝統的価値観との対立 

（２）留学するためには結婚相手が必要であ

り、お見合いを受け入れているが、良い人がい

ても「まだ結婚したくない」気持ちが強いとい

う葛藤 

妹・弟たちも大学に行くので、親にこれ以上の

金銭的負担をかけられない 

① 給付型奨学金を獲得 

② 私費留学はしない 

③ 妹ひとりには地元に残って母親を手伝って

もらいたい 

鍵になる言葉 女性は自分の意見が言えない／言わない 自分は恵まれた娘 
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実はネガティブな結婚観を持っていることが

明らかになった。ウズベク人にとって結婚の

意義は特に深く、自立や幸福の象徴として認

識されてきたため、これはウズベキスタンを

知る者にとって意外性の大きい知見であり、

時代の変化を反映したものであると言えよう。

早婚を問題視し、晩婚を望む女性がいるもの

の、両親をはじめとする周囲の人々がそれを

許さない構図が未だ顕在している。三事例に

共通して、本人の意向が両親に無視されたり

強制されることはなく、時には受け入れられ

る場面も見られたが、本人が言い訳できない

状況になると意見を押し通すことが難しく、

屈するしかない場面も見受けられた。つまり、

女性本人の意向がある程度尊重されても、優

先される傾向はなく、女性本人が決定権をも

つ立場にはないのである。これはウズベキス

タンの人々に一般的に自認されており、女性

は結婚するまでは親の判断のもとにあり、結

婚後は夫の判断のもとにあると言われている。

ウズベク女性は結果的に親の判断を受け入れ

るしかない状況に置かれやすく、また、同調

圧力が強いウズベク社会では周りの評判を気

にするため、インタビュイーたちも大学生で

ありながら親が世間体を強く気にすることか

ら自己主張を押し通すことが難しくなってい

る。そのため、親の判断に対して従順である、

あるいは表面上従順であるように見せる女性

が多い。また、子どもの家事参加によって母

親の就労が実現するため、彼女たちは子ども

の頃から家事を担い、結婚して子どもを産み

育てることで自らも家事から解放されること

になる。結婚すると夫が主となるため、彼女

たちは結婚相手をよく見定める。A～C さん

のいずれもが、自分の良き理解者となるパー

トナーでなければ結婚しないと決意している

ことから、それが読み取れる。 

三者の語りでは同級生たちの意見や状況に

ついても述べられた。困難間の関連とこれら

の情報を鑑みたうえで女子大学生における学

習上の困難として具体的に示唆されたのは、

（1）結婚または結婚生活を想定したうえで進

学、留学、就職について検討されること、（2）

学生結婚によって儀式や家庭での役割が増加

し学問との両立が困難となりやすいこと、（3）

自分の望むキャリアパスが両親（とくに母親）

の価値観や社会的評価に阻まれやすいこと、

（4）自宅生は家事を担いながら学生生活を送

っていることである。Ｃさんのケースでは、

妹がＣさんの代わりに家事を担っており、や

はり娘が家事を担う形式になっていることに

留意したい。 

筆者は、先行研究の提案通りに通信教育課

程の整備やインセンティブの付与、あるいは

他国の成功事例のように宗教的価値観に働き

かけ、学生寮完備の女子大学を創設して親が

安心して娘を送り出せる環境を整えることで、

女性の高等教育機関への就学率が高まる可能

性があると考えるが、女子大学生の困難は就

学後にもつきまとう。3年生頃に婚約して卒業

時期に出産するというのが一種のパターンに

なっており、留学、就職、大学院進学を妨げ

る家族や社会の固定観念と折り合いをつける

か、あるいは衝突し、望まないお見合いを経

験したり、学問よりも家庭を優先して学習環

境の確保が難しくなる。生涯を通して結婚願

望を持たないインタビュイーはいなかったが、

こうした状況を女子大学生は批判的に見てい

る。また、就職は出産して末子が幼稚園へ行

くようになったあとのタイミングとなるため、

学問に対するモチベーションを維持したり、

身に着けた専門性を活かすことが難しい。つ

まり、女子大学生は自分の歩む人生に主体的

な決定権を持っていないため、親が娘の高等

教育に本質的な価値を見出さなければ、女子

大学生本人に学習意欲があっても、結果的に

は良い結婚相手を見つけるため、あるいは良

妻賢母になるための大学進学という社会的位

置づけになってしまうのである。 

元来より保守的なウズベク民族は、未だ社
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会として新たな女性像を受け入れていないも

のの、より多くの女性たちがジェンダー差異

を認識し、それに意識を向けるようになって

きていることがインタビュイーの語りから伺

えた。ウズベキスタンの独立後の歴史をふま

えると、ウズベク民族が革命や運動という類

のものから縁遠いことは周知の事実であり、

今後もフェミニズム運動の萌芽が見られると

は考えにくい。しかし、こうした環境のなか

でキャリア志向を持つ意欲的な女性の姿があ

り、とくに A さんと B さんは公的・私的な場

面において躊躇なく女性の権利や男女平等の

概念を自分の意見として投げかけている。こ

れはイスラム教の教義や土着の伝統、さらに

は過去の政治思想からの変革の表れでもある。

こうした様子から、ウズベク女性たちが自ら

道を切り開こうとする“静かな闘い”が始ま

りつつあるように伺える。 

 

4．まとめ 

本論文は、ウズベキスタンにおいて女性が

高等教育を受ける上での困難を当事者目線で

捉え直すことを目的として調査を行った。調

査結果から明らかになった困難は、主に親か

ら背負わされる伝統的な価値観に基づくもの

が多く、とくに早婚への抵抗から進学や留学

を目指す状況があると明らかになった。また、

早婚は高等教育の就学率だけではなく就学後

の学習環境にも大きな影響を与えていること

も明らかになったうえ、自宅生にとっての家

事と学業の両立についてはこれまで先行研究

でふれられたことがなく、新たな論点を提供

することとなった。 

徐々に変化がみられつつある環境の変化も

あるが、欧米型への急速な変化が生じるとは

考えにくいため、ウズベキスタンの伝統を大

切に守っているウズベク人の意志を尊重しつ

つ、女子大学生をサポートする方法について

検討することが、ウズベク人にとって受け入

れやすく望ましい提案であると筆者は考える。

たとえば、高校の進路指導や大学の広報など

でイスラム教の見地から女性が高等教育を受

けることの意味や価値について親が認識し、

学習環境をつくれるように働きかけること、

大学内に結婚・妊娠・出産と学生生活を両立

するためのアドバイザーや妊娠中の学生が体

調管理できる保健室を設置することで、少な

くとも当事者が抱える精神的な負荷を和らげ、

モチベートすることが可能となるだろう。 

残された課題として、今後は本調査の比較

材料として考察を深めるため、類似のキャリ

ア志向をもった男子大学生に対しても同様の

インタビューを行いたい。また、本調査は X

大学の特定のキャリア志向を持った学生だけ

を対象としたため、本調査結果をふまえたう

えで広範な女子大学生を対象としてアンケー

ト調査を行い、今回のサンプルがどの程度の

割合で当てはまるか検証し、学習環境を整え

るためのニーズ調査を行うことで新たな知見

が得られると考える。これらと並行して、ウ

ズベキスタンと同じように学生結婚が珍しく

ない国々における対処事例についても継続的

に情報収集をしていきたい。 

 

注 

1 独立後はウズベク民族がもつアイデンティティへの

回帰（伝統的な男女の役割分業を含む）が重んじられ

つつも、ダダバエフ（2008：168）が「ウズベキスタ

ン政府は、教育や就業などの面で、社会における女性

の役割を制限していない（むしろ推進する力をしてい

る）」と述べている通り、政策面においては一定の努

力もなされてきた。 
2 ウズベキスタンにおける高等教育機関には、

Comprehensive Universities / Specialized Universities / 

Institute / Academy があり、すべて国立である。 
3 総人口の 83.8％をウズベク民族が占める（The State 

Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics 

2017）。 
4 とくに「開発途上国」に位置付けられる国々では長女

が母親の役割を代替するといった類似の習慣を含め

て、よく見られることである。 
5 2016 年の女性の平均初婚年齢は 22.6 歳、男性の平均

初婚年齢は 26.0 歳で、2000 年は女性が 21.4 歳、男性

が 24.2 歳であったことから緩やかな晩婚傾向にある

（SCRUS 2017）。なお、女性の初産の平均年齢は 2013

年で 23.4 歳（UNECE 2017：112）。 
6 ウズベキスタンではお見合い前に縁故を最大限に活

用して相手の情報収集をしあうものである。 
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7 The State Committee of the Republic of Uzbekistan on 

Statistics（2017：180）をもとに筆者が算出。 
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